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▲「SKケイカル」肥料本登録を共同記者会見で発表

▲メイントピックス：ECサイト「しずおか『
手しお屋』」の取組について
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main
topics
メイントピックス

本
県
産
農
畜
産
物
の
販
売
拡
大
に
向
け
た

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト「
し
ず
お
か『
手
し
お
屋
』」の

取
組
に
つ
い
て

送
伝
票
発
行
、
商
品
の
集
荷
・
配
送
、
利

用
者
へ
の
発
送
通
知
メ
ー
ル
発
信
な
ど
を

シ
ス
テ
ム
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

商
品
の
出
荷
元
（
Ｊ
Ａ
集
荷
場
な
ど
）
で

は
、
受
注
メ
ー
ル
を
基
に
商
品
準
備
を
行

う
だ
け
で
配
送
伝
票
記
入
や
配
送
業
者
手

配
な
ど
を
行
う
必
要
が
無
く
、
取
組
が
容

易
な
こ
と
が
特
徴
で
す
（
図
２
）。

２
．
本
会
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

　

本
会
は
、平
成
19
年
に
「
し
ず
お
か
『
手

し
お
屋
』」
を
出
店
し
、
今
年
で
16
年
目

と
な
り
ま
す
。「
手
し
お
屋
」
で
は
、
県

内
の
各
Ｊ
Ａ
な
ど
で
生
産
さ
れ
る
農
畜
産

物
や
加
工
品
を
は
じ
め
、
協
同
組
合
間
連

携
と
し
て
漁
協
か
ら
県
産
の
水
産
物
を
販

連
合
会
な
ど
約
１
２
０
店
が
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
モ
ー
ル
（
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
）
に
出
店
し

て
い
ま
す
（
図
１
）。

１
．
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
仕
組

　

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
で
は
、
シ
ョ
ッ
プ
で
在
庫

を
持
た
ず
出
荷
元
か
ら
の
直
送
を
行
っ
て

い
ま
す
。
宅
配
便
業
者
の
通
販
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
利
用
者
の
注
文

デ
ー
タ
（
配
送
先
）
の
取
り
込
み
か
ら
配

売
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
売
上
高
は
表
１
の
と
お
り

で
す
。
平
成
26
年
か
ら
平
成
30
年
は
業
務

利
用
の
大
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
商
品
提
供

を
し
た
こ
と
に
よ
り
売
り
上
げ
が
増
え
ま

し
た
。
令
和
２
年
度
以
降
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
巣
ご
も
り
需
要
や
非
接
触
型
販
売
の

浸
透
な
ど
に
よ
り
売
上
高
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

Ⅲ 

令
和
３
年
度
の
取
組
報
告

１
．
実
績

　

令
和
３
年
度
は
、
静
岡
県
と
協
力
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
需
要
が
低
迷
す
る
農
水
産
物
の
販

売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
買
っ
て
食
べ

て
応
援
！
絶
品
し
ず
お
か
」
な
ど
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
の
売
上

高
は
約
7.8
千
万
円
で
、
注
文
件
数
は
約

1.7
万
件
で
し
た
。

２
．
取
組
内
容

⑴
商
品
の
見
直
し

①
商
品
写
真

　

ネ
ッ
ト
通
販
で
は
商
品
の
実
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
商
品
画
像
が
非

常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
商
品

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
写
真
54
品
目
の
掲
載

画
像
を
撮
り
直
し
、
魅
力
あ
る
商
品
ペ
ー

ジ
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。（
図
3
）

②
新
商
品

　

新
商
品
と
し
て
40
品
目
の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
商
品
改
善
検
討
会
を

３
回
実
施
し
、
商
品
ペ
ー
ジ
作
り
や
新
商

品
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

本
会
は
「
令
和
４
年
度
事
業
計
画
」
の

中
で
「
販
売
力
強
化
に
向
け
た
効
果
的
な

取
り
組
み
と
事
業
提
案
・
支
援
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ

ク
ス
で
は
、
そ
の
一
つ
と
し
て
本
会
が
取

り
組
む
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン 

し

ず
お
か
『
手
し
お
屋
』」
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
度
の
取
組
報
告
と
令
和
４
年
度
の

取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ 

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
運
営
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ッ
ピ
ン
グ
サ

イ
ト
（
モ
ー
ル
）
で
、
平
成
13
年
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
各
都
道
府
県
の
Ｊ
Ａ
や

図２　ＪＡタウンの仕組

図1 JAタウン（モール）と「しずおか『手し
お屋』」（ショップ）について
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（ＪＡ集荷場など）宅配便業者

④商品発送
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②
注
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デ
ー
タ

　（商
品
手
配
依
頼
）

②
注
文
デ
ー
タ

　（商
品
手
配
依
頼
）

⑤
配
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表１　「手しお屋」の売上高の推移
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③
商
品
モ
ニ
タ
ー
調
査

　

メ
ル
マ
ガ
会
員
を
対
象
に
商
品
モ
ニ 

タ
ー
調
査
を
実
施
、商
品
や
シ
ョ
ッ
プ
に
対 

す
る
評
価
を
し
て
も
ら
い
、シ
ョ
ッ
プ
運
営 

や
各
商
品
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

⑵
「
買
っ
て
食
べ
て
応
援
！
絶
品
し
ず
お
か
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

①
概
要

　

令
和
３
年
度
農
水
産
物
販
売
促
進
対
策

事
業
と
し
て
静
岡
県
と
協
力
し
て
行
っ
た

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

販
売
に
影
響
を
受
け
た

県
産
農
水
産
物
お
よ
び

そ
の
加
工
品
の
販
売
促

進
の
た
め
、
令
和
３
年

４
月
下
旬
か
ら
令
和
４

年
１
月
末
の
期
間
、
の
べ
２
０
６
ア
イ
テ

ム
を
、
最
大
20
％
引
き
の
販
売
促
進
を
行

い
ま
し
た
。

②
結
果

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
の
販
売
金
額
は
約

4.8
千
万
円
、
注
文
件
数
は
約
1.1
万
件
と

な
り
ま
し
た
。
品
目
別
で
は
温
室
メ
ロ

ン
な
ど
高
級
食
材
を
は
じ
め
、
温
州
み

か
ん
や
野
菜
な
ど
の
家
庭
用
商
品
も
売

り
上
げ
の
上
位
を
占
め
ま
し
た
。

③
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

ポ
ス
タ
ー
と
チ
ラ
シ
を
作
成
・
配
布
し

た
ほ
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｔ

Ｖ
Ｃ
Ｍ
、
新
聞
掲
載
や
県
内
テ
レ
ビ
番
組

で
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
は
県
内
で
、
の
べ
１
７
２
回
放

送
し
た
ほ
か
本
会
公
式
動
画
投
稿
サ
イ
ト

（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
で
公
開
し
ま
し
た
。

⑶
情
報
発
信

①
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
（
メ
ル
マ
ガ
）

　

メ
ル
マ
ガ
は
、
本
会
シ
ョ
ッ
プ
で
購
読

登
録
し
た
会
員
を
対
象
に
情
報
発
信
を
し

ま
し
た
。
メ
ル
マ
ガ

登
録
者
は
令
和
３
年

度
に
約
３
千
人
増
え
、

約
１
万
人
（
令
和
４

年
６
月
末
時
点
）
と

な
り
、
商
品
の
販
売

開
始
な
ど
の
情
報
発

信
を
し
ま
し
た
。

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

シ
ョ
ッ
プ
を
運
営

す
る
営
業
部 

流
通

開
発
課
で
は
情
報
発

main topics

信
を
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

２
つ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
総
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
約

１
万
人
で
、
主
に
写
真
を
使
い
商
品
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
商
品
レ
ビ
ュ
ー

　

商
品
を
購
入
し
た
利
用
客
を
対
象
に
商

品
評
価
レ
ビ
ュ
ー
の
投
稿
を
し
て
も
ら
い
、

商
品
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
の
総
レ
ビ
ュ
ー
数
は
約
１
千
件
で
、

平
均
評
価
は
4.5
（
最
高
評
価
は
５
）
と
、

利
用
客
か
ら
は
高
評
価
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

Ⅳ 

令
和
４
年
度
の
取
組

１
．
企
業
へ
の
推
進

　

企
業
に
お
い
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

で
の
賞
品
と
し
て
の
利
用
や
従
業
員
の
福

利
厚
生
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
推
進
し

て
い
ま
す
。

２
．
一
般
顧
客
へ
の
販
売
促
進

　

情
報
発
信
の
強
化
と
し
て
メ
ル
マ
ガ
と

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
週
に
１
回
以
上

実
施
し
ま
す
。
メ
ル
マ
ガ
会
員
１
万
人
に

加
え
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
１
万
人
を
対

象
に
商
品
販
売
開
始
の
情
報
な
ど
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

限
定
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
、
販
売
促
進
に
努
め
ま
す
。

Ⅴ 

お
わ
り
に

　

今
回
ご
紹
介
し
た
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
事
業
で

は
、
魅
力
あ
る
サ
イ
ト
作
り
と
シ
ョ
ッ
プ

認
知
度
向
上
の
施
策
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
本
会
「
手
し
お
屋
」
シ
ョ
ッ
プ

へ
の
商
品
出
品
の
ご
相
談
や
ネ
ッ
ト
通
販

に
関
し
て
御
用
の
際
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
皆
様
方
の
ご
利
用
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

図３　商品写真の変更

▲JAタウン「手しお屋」トップページ

問
い
合
わ
せ
先

・・
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
へ
の
商
品
掲
載
な
ど
に
つ
い
て

　

流
通
開
発
課

　（
電
話
：
０
５
４

−

２
８
４

−

９
７
２
８
）

・・
商
品
の
ご
注
文

　
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
「
し
ず
お
か
『
手
し
お
屋
』」

　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://www.ja-town.com/shop/c/c4301/

　

ま
た
は
「
手
し
お
屋
」
で
検
索 

・・
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　

Tw
itter

：@
jatow

n_teshioya

　

Instagram

：shizuoka_keizairen 
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topics & news

令
和
３
年
度
決
算
報
告

静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
第
72
回
通
常
総
会

全
国
初
！
清
掃
工
場
の
溶
融
ス
ラ
グ
が
肥
料
本
登
録

「
Ｓ
Ｋ
ケ
イ
カ
ル
」共
同
記
者
会
見

和
３
年
６
月
号
に
掲
載
）。

会
見
で
、
田
辺
静
岡
市
長
は
「
静
岡
市

発
の
一
般
廃
棄
物
の
肥
料
化
の
流
れ
が
全

国
へ
拡
大
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
多

大
な
貢
献
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
話
し
、
本
会
石
川
常
務
は
「
肥
料

価
格
が
高
騰
す
る
中
、
既
存
品
に
比
べ
２

割
程
度
安
く
な
る
と
み
て
お
り
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
コ
ス
ト
低
減
に
寄
与
し
た
い
。

水
稲
や
花
き
で
の
試
験
を
行
い
、
高
品
質

な
県
産
農
産
物
の
生
産
と
農
家
組
合
員
の

所
得
向
上
に
努
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

原
料
と
し
、
平
成
29
年
に
肥
料
仮
登
録
さ

れ
、
令
和
元
年
に
本
会
で
20
キ
ロ
袋
入
で

の
取
扱
を
開
始
し
ま
し
た
。
可
溶
性
ケ
イ

酸
25
％
、
ア
ル
カ
リ
分
30
％
、
く
溶
性
苦

土
１
％
を
含
み
、
現
在
、
県
内
５
Ｊ
Ａ
で

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
資
材
は
、
水
稲

に
お
い
て
茎
が
太
く
丈
夫
に
な
る
効
果
が

確
認
さ
れ
、
気
象
災
害
な
ど
に
強
く
な
る

こ
と
で
収
穫
量
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

昨
年
度
に
は
、
浜
松
市
で
「
Ｓ
Ｋ
ケ
イ
カ

ル
」
を
使
っ
た
酒
米
の
栽
培
を
行
い
、
同

市
の
「
花
の
舞
酒
造
㈱
」
が
原
料
と
し
て

清
酒
の
商
品
化
を
行
い
ま
し
た
（
本
誌
令

６
月
30
日
、
本
会
は
、
県
農
業
会
館
で

「
静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
第

72
回
通
常
総
会
」
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
の

組
合
長
や
関
係
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
松
永
大
吾
経
営
管
理
委
員

会
会
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
、
議
事
で
は

決
議
事
項
と
し
て
加
藤
敦
啓
代
表
理
事
理

事
長
よ
り
第
72
年
度
決
算
書
類
の
承
認
に

つ
い
て
上
程
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
２
日
、
静
岡
市
、
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
㈱
、
静
岡
大
学
、
本
会
の
４
者

は
、
静
岡
市
役
所
静
岡
庁
舎
で
共
同
記
者

会
見
を
開
き
、「
Ｓ
Ｋ
ケ
イ
カ
ル
」
が
肥

料
本
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。
会
見
に
は
、
静
岡
市
の
田
辺
信
宏
市

長
、
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
鈴
木
隆

取
締
役
、
静
岡
大
学
の
森
田
明
雄
理
事
副

学
長
、
本
会
の
石
川
和
弘
常
務
理
事
が
出

席
し
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｋ
ケ
イ
カ
ル
」
は
、
静
岡
市
葵
区

の
西
ヶ
谷
清
掃
工
場
の
ご
み
処
理
過
程
で

生
成
さ
れ
た
廃
棄
物
「
溶
融
ス
ラ
グ
」
を

▲決議事項の説明をする加藤理事長

▲SKケイカル

▲SKケイカル20㎏袋パッケージ

▲松永会長による挨拶

Keizairen ┃　 0304　 ┃ Keizairen



topics & news

副賞・参加賞
賞 内　容 対象

優　勝 静岡そだちこしひかり
5kg×3袋 6人

準優勝 静岡そだちこしひかり
5kg×2袋 6人

３　位 静岡そだちこしひかり
5kg×1袋 12人

参加賞 静岡そだちこしひかり
メッセージライス300g 186人

卓
球
少
年・少
女
を
食
で
応
援

全
農
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会　
静
岡
県
大
会
へ
協
賛

海
外
へ
の
販
路
拡
大
へ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

県
産
花
き
を
展
示

５
月
21
日
、
本
会
は
磐
田
市
の
磐
田

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
全
農
杯

２
０
２
２
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）
静

岡
県
大
会
」
に
協
賛
し
ま
し
た
。

当
日
は
県
内
か
ら
卓
球
少
年
・
少
女
が

集
ま
り
ホ
ー
プ
ス
の
部
１
０
３
人
（
男
子

57
人
・
女
子
46
人
）、
カ
ブ
の
部
52
人
（
男

子
28
人
、
女
子
24
人
）、
バ
ン
ビ
の
部
31
人

（
男
子
12
人
・
女
子
19
人
）
の
計
１
８
６

人
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

本
会
か
ら
は
、
副
賞
・
参
加
賞
と
し
て

「
静
岡
県
産

こ
し
ひ
か
り

『
静
岡
そ
だ

ち
』」
を
提

供
し
、
食
糧

部
の
坂
口
真

澄
部
長
が
上

位
入
賞
者
へ

副
賞
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

５
月
19
日
、
野
菜
花
卉
課
は
県
と
協
力

し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
立
公
園
「
ガ
ー

デ
ン
ズ
・
バ
イ
・
ザ
・
ベ
イ
」
で
県
産
花

き
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
展
示
し
た
花

き
は
、
Ｊ
Ａ
し
み
ず
、
Ｊ
Ａ
静
岡
市
、
Ｊ

Ａ
掛
川
市
、Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
の
「
ば
ら
」
で
、

現
地
へ
の
輸
出
は
㈱
大
田
花
き
と
協
力
し

行
い
ま
し
た
。

野
菜
花
卉
課
は
「
今
年
度
は
、
静
岡
県

と
協
力
し
県
が
行
う
令
和
4
年
度
ジ
ャ
パ

ン
フ
ラ
ワ
ー
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
に
よ
る
県
産
花
き
の
海
外
販
路
拡
大
に

つ
い
て
調
査
を

予
定
し
て
い
る
。

県
と
連
携
し

な
が
ら
、
県
産

花
き
を
海
外
に

向
け
販
売
を
模

索
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま

し
た
。
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topics & news

新
任
営
農
経
済
職
員
が
知
識
技
能
取
得

営
農
経
済
事
業
初
任
者
研
修
会

ウ
ェ
ブ
の
活
用
に
つ
い
て
研
修

Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

勉
強
会
を
開
催

生
産
振
興
開
発
課
は
、
Ｊ
Ａ
静
岡
中
央

会
と
共
催
で
、
営
農
経
済
部
門
の
初
任
職

員
の
研
修
会
を
、
菊
川
市
の
静
岡
県
農
業

研
修
会
館
な
ど
で
開
き
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
45

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
２
班
に
分
け
て
行
い
、
第
１

班
は
４
月
27
日
・
28
日
、
第
２
班
は
５
月

10
日
・
11

日
の
そ
れ

ぞ
れ
２
日

間
実
施
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
、

営
農
指
導

や
販
売
・

購
買
事
業
、

肥
料
農
薬

の
基
本
を

学
ん
だ
ほ

か
、
本
会

大
井
川
肥

料
工
場
や

土
壌
肥
料

分
析
セ
ン

タ
ー
な
ど

の
施
設
見

学
を
行
い

ま
し
た
。

５
月
19
日
、
営
業
部
は
、
県
農
業
会

館
で
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
勉
強

会
」
を
開
き
ま
し
た
。
講
師
に
合
同
会
社

D
M

M
.com

セ
ー
ル
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本

部
の
勝
智
哉
氏
を
招
き
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
お
け

る
デ
ー
タ
分
析
の
重
要
性
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

D
M

M
.com

は
、
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
に
出
店

し
て
い
る
複
数
の
県
連
・
県
本
部
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
し
て
お
り
、
一
般

的
な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
シ
ス
テ

ム
に
も
精
通
し
て
い
ま
す
。

営
業
部
は
「
今
回
学
ん
だ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
を
活
か
し
、
Ｊ
Ａ
タ

ウ
ン
の
本
会
シ
ョ
ッ
プ
『
手
し
お
屋
』
の
販

売
拡
大
に
つ
な
げ
、
静
岡
県
産
の
農
畜
産

物
を
よ
り

多
く
の
消

費
者
に
Ｐ

Ｒ
し
県
域

と
し
て
の

機
能
を
発

揮
し
て
い

き
た
い
」 

と
話
し
ま

し
た
。

５月16日、ＪＡふじ伊豆は、天翔苑長泉新築工事の安
全祈願祭を行い高木常務はじめ25名が出席しました。

建設予定地は駿東郡長泉町の旧246号線沿いでＪＡふじ
伊豆　納米里支店の南側に位置します。東名・新東名高速
道路のインターチェンジ、伊豆縦貫道路からのアクセスが
良く利便性が高い立地です。

施設はJAふじ伊豆が建設し、運営は株式会社農協葬祭が
行います。これまでＪＡふじ伊豆管内で株式会社農協葬祭
は天翔苑原、裾野、清水、香陵、函南の五つのホールで葬
儀を行っていますが、今後はさらなる組合員サービス向上
と事業拡大のため新たな家族葬ホールを６番目のホールと
して建設することとなりました。

建物は木造平屋建、延床面積399㎡で家族葬を中心とし
た葬祭ホールです。また、ご遺族控室はゆとりある広さの
和室をはじめ、バスルーム、洗面所、キッチンなどの設備
も充実しており、令和４年11月末の完成、12月のオープ
ンを目指します。

設計監理は、静岡県経済連一級建築士事務所が行ってい
ます。

富士伊豆農業協同組合

（株）農協葬祭６番目の葬祭ホール建設

天翔苑長泉新築工事　安全祈願祭

❶建物完成予想図
❷高木常務の鍬入れの儀
❸高木常務の挨拶

❶

❷ ❸
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５月２日、ひらまクリニックが長泉町桜堤に開院いたしました。
施設は長泉町の北東部、伊豆縦貫道の南側に位置し、各種医療機

関立ち並ぶ桜堤通りに立地します。
平馬院長は「糖尿病専門医」、「総合内科専門医」の資格を有して

おり、糖尿病、甲状腺疾患、内科疾患全般と幅広い対応ができます。
また、施設内に検査室を配置し、各診療に不可欠な血液検査は概ね
30分以内に結果が出ます。その他超音波検査、Ｘ線検査なども備
えております。

クリニック建設にあたり、本会は土地の取得から、設計・監理業

務を担当し、土地取得はＪＡふじ伊豆　不動産センター長泉店と連
携いたしました。

クリニックの設計は、内外とも木・タイル・左官塗などの素材感
のある材料を採用し、来院される方がリラックスできる空間を目指
します。合わせて待合室に面して中庭を設け、中央部に古木オリー
ブを配置することで、自然を感じられる空間にいたしました。

本会では農協施設はもとより、医療・法人事関係、個人住宅の設
計など、幅広く建築に関する業務を行いますのでお気軽にお問合せ
下さい。

長泉町桜堤にクリニック完成

ひらまクリニック建設工事　開院

担当　建設部　054-284-9523
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～作物・産地・営農・技術・資材などの情報をお届けします～

農薬登録における適用作物の表（抜粋）
（表１：食用、表２：非食用）

鑑賞用か食用かによって登録農薬の区分が異なります。

花
き
の
登
録
農
薬

農
薬
の
登
録
制
度

　

農
薬
は
、
病
害
虫
を
防
除
し
農
産
物

を
安
定
的
に
生
産
す
る
た
め
に
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
資
材
で
す
。
一
方
で
、

生
産
者
や
消
費
者
の
健
康
や
環
境
に
対

す
る
安
心
安
全
の
た
め
、
農
薬
の
使
用

に
つ
い
て
は
様
々
な
規
制
が
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

農
薬
に
対
す
る
規
制
の
中
で
最
も
基

本
的
で
重
要
な
の
が
、
農
薬
の
登
録
制

度
で
す
。
農
薬
は
、
使
用
で
き
る
作
物

（
適
用
作
物
）、
対
象
の
病
害
虫
（
適
用

病
害
虫
）、
散
布
濃
度
、
栽
培
期
間
中

に
使
っ
て
よ
い
回
数
や
収
穫
前
に
あ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
数
な
ど
が
細
か

く
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
決
ま
り
を

使
用
基
準
と
い
い
ま
す
。
一
方
、
食
品

へ
の
残
留
農
薬
の
基
準
値
は
、
す
べ
て

の
食
品
に
つ
い
て
食
品
衛
生
法
と
い
う

法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
き
類
で
の
農
薬
登
録

　

花
き
類
は
、
基
本
的
に
は
食
用
で
は

な
い
た
め
、
適
用
作
物
名
も
食
用
の
作

物
と
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
整
理
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
残
留
基
準
値
の
設
定
も
あ

　

観
賞
用
と
し
て
花
を
栽
培
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
使
用
す
る
農
薬
は
非
食
用
の

作
物
分
類
（
表
2
）
に
従
っ
た
登
録
農

薬
を
用
い
る
の
で
す
が
、
食
用
と
な
る

可
能
性
も
あ
る
な
ら
、
使
用
す
る
農
薬

は
「
野
菜
類
」、「
食
用
花
」
も
し
く
は

当
該
の
花
と
し
て
登
録
の
あ
る
も
の
を

用
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
出
荷
す

る
、
と
な
れ
ば
農
薬
の
扱
い
は
更
に
厳

密
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
生
産
振
興
開
発
課

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　
　

市
川　

健
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
が
そ

う
で
、
こ
れ
ら
は
花
（
花
蕾
）
を
食
べ

て
い
ま
す
が
、
野
菜
と
し
て
栽
培
さ
れ

て
い
て
、
農
薬
登
録
上
も
野
菜
に
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
キ
ク
や
パ
ン
ジ
ー
な
ど
は
、

農
薬
の
面
か
ら
み
る
と
非
食
用
の
「
花

き
・
観
葉
植
物
」
で
す
。
し
か
し
、
料

理
の
あ
し
ら
い
と
し
て
使
わ
れ
、
時
と

し
て
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
場
合

は
、「
野
菜
類
」と
い
う
大
作
物
群
の「
食

用
花
」
と
い
う
中
作
物
群
に
位
置
付
け

ら
れ
ま
す
。（
表
１
参
照
）

り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
花
き
類
の
防
除
に
あ
た
っ

て
も
、
作
物
名
の
登
録
の
あ
る
農
薬
を

使
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
大
グ
ル

ー
プ
名
で
あ
る
「
花
き
類
・
観
葉
植
物
」

で
登
録
の
あ
る
農
薬
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
「
き
く
」「
ば
ら
」
な
ど
作
物
名
の

登
録
の
あ
る
農
薬
の
中
か
ら
選
択
す
る

こ
と
が
必
要
で
す（
表
２
参
照
）。
ま
た
、

散
布
濃
度
、
使
用
回
数
な
ど
の
決
ま
り

も
順
守
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
品
で
な
い
花
き
類
の
農
薬
に
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
に
厳
密
な
こ
と
を
行
う
の

で
し
ょ
う
か
。

　

花
き
と
は
い
え
、
作
業
者
や
環
境
に

対
す
る
農
薬
の
リ
ス
ク
は
、
食
用
の
作

物
に
対
す
る
農
薬
の
場
合
と
ま
っ
た
く

変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
過
度
の
農
薬

の
使
用
は
病
害
虫
の
農
薬
に
対
す
る
耐

性
や
抵
抗
性
を
発
達
さ
せ
、
結
果
的
に

病
害
虫
防
除
を
困
難
に
し
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
加
え
て
花
き
は

品
種
数
が
多
く
、
品
種
ご
と
の
薬
害
発

生
な
ど
の
情
報
も
充
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

食
用
花
き
類
に
つ
い
て

　

以
前
よ
り
私
た
ち
の
食
卓
に
は
、
食

用
と
し
て
の
花
が
登
場
し
て
い
ま
す
。
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～作物・産地・営農・技術・資材などの情報をお届けします～

稲こうじ病

籾に混入した病粒

水
稲
の
注
意
す
べ
き
病
害

「
稲い

な

こ
う
じ
病
」
‼

　

最
近
、
従
来
は
マ
イ
ナ
ー
病
害
と
さ

れ
て
い
た
「
稲
こ
う
じ
病
」
が
多
発
し

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
県
で
は
、

御
殿
場
市
な
ど
の
東
部
低
温
地
域
で
発

生
が
多
い
病
害
で
し
た
が
、
近
年
、
中

遠
な
ど
平
野
部
の
晩
生
品
種
な
ど
で
発

生
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
病
は
、
土
壌
伝
染
し
土
中
に
病
原

菌
が
長
期
間
生
存
す
る
た
め
中
生
品
種

や
早
生
品
種
で
多
発
生
す
る
水
田
も
見

ら
れ
ま
す
。
特
に
、
飼
料
米
の
「
も
ち

だ
わ
ら
」
は
非
常
に
弱
く
、
普
通
品
種

で
は
晩
生
種
の
「
に
こ
ま
る
」
が
弱
い

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

「
発
生
生
態
」

１
．
生
態

　

稲
こ
う
じ
病
は
籾
に
発
生
し
、
籾
が

塊
状
に
黒
く
肥
大
（
病
粒
）
し
ま
す
。

病
粒
に
は
、「
厚
壁
胞
子
」
と
い
う
耐

久
性
の
高
い
胞
子
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
稲
こ
う
じ
病
粒
を
触
る
と

手
に
黒
い
粉
状
の
も
の
が
付
き
ま
す
が
、

こ
れ
が
厚
壁
胞
子
で
す
。

２
．
感
染
時
期

　

出
穂
10
日
前
頃
か
ら
出
穂
直
前
ま
で

に
感
染
し
ま
す
が
、
穂
ば
ら
み
期
（
出

穂
６
日
前
頃
）
に
感
染
が
急
増
し
ま
す
。

３
．
発
生
助
長
要
因

い
。

４
．
収
穫
・
調
整
の
対
策

　

収
穫
籾
に
稲
こ
う
じ
病
被
害
籾
を
可

能
な
限
り
混
入
さ
せ
な
い
よ
う
取
り
除

き
、
調
整
作
業
時
に
は
玄
米
の
汚
損
を

可
能
な
限
り
取
り
防
ぐ
方
法
を
し
ま
す
。

⑴�

収
穫
は
、
稲
穂
が
十
分
に
乾
燥
し
て

い
る
状
態
で
刈
り
取
り
ま
す
。

⑵�

多
発
生
圃
場
と
そ
れ
以
外
の
圃
場
の

籾
は
乾
燥
・
調
整
を
別
々
に
行
い
ま

す
。

⑶�

調
整
時
に
肌
ず
れ
が
発
生
す
る
と
玄

米
の
汚
損
を
助
長
す
る
こ
と
か
ら
、

籾
摺
は
乾
燥
後
の
籾
温
度
が
常
温
ま

で
下
が
っ
て
か
ら
丁
寧
に
行
い
ま
す
。

　

こ
の
病
害
は
、
防
除
効
果
の
高
い

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
年
の
発

生
状
況
に
応
じ
た
複
数
の
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
生
産
振
興
開
発
課
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

鈴
木
秀
規
）

温
、
多
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
多

肥
栽
培
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

２
．
薬
剤
防
除

⑴�

昨
年
稲
こ
う
じ
病
が
多
発
生
し
た
水

田
で
は
、
必
ず
予
防
と
し
て
薬
剤
防

除
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑵�

昨
年
多
発
生
で
な
く
て
も
、
発
生
が

見
ら
れ
た
水
田
で
は
、
主
要
な
感
染

時
期
で
あ
る
穂
ば
ら
み
期
に
降
雨
が

多
い
と
予
想
さ
れ
る
場
合
、
薬
剤
散

布
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑶�

薬
剤
防
除
時
期
は
、
幼
穂
を
確
認
し

て
、
適
期
（
穂
ば
ら
み
期
）
を
逃
が

さ
な
い
こ
と
で
す
。
防
除
時
期
を
逃

が
す
と
防
除
効
果
が
低
下
す
る
ば
か

り
で
な
く
薬
害
の
発
生
も
懸
念
さ
れ

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

使
用
薬
剤
は
、
各
Ｊ
Ａ
防
除
基
準

に
基
づ
い
て
く
だ
さ
い
。

⑷
最
新
の
防
除
方
法

　

土
壌
改
良
資
材
の
投
入
と
薬
剤
防

除
の
両
方
の
組
み
合
わ
せ
た
方
法
が

防
除
効
果
を
高
め
ま
す
。

３
．
土
壌
改
良
材

⑴�

土
壌
改
良
資
材
の
投
入
で
、
稲
こ
う

じ
病
菌
が
土
壌
中
に
生
き
残
り
に
く

い
環
境
を
構
築
し
、
そ
の
上
で
適
期

に
薬
剤
防
除
を
実
施
し
て
防
除
効
果

を
高
め
ま
す
。

⑵
土
壌
改
良
剤
の
散
布

転
炉
ス
ラ
グ
の
施
用　

３
０
０
㎏
／

10
ａ（
三
年
間
は
再
散
布
不
要
）。
資

材
は
Ｊ
Ａ
の
指
導
に
従
っ
て
く
だ
さ

　

気
象
的
に
は
低
温
、
多
雨
、
寡
日
照

が
発
生
を
助
長
し
ま
す
。
昨
年
は
、
８

月
が
著
し
い
日
照
不
足
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
近
年
に
な
い
多
発
生
と
な
り
ま

し
た
。

　

前
年
に
多
発
生
し
た
水
田
で
は
伝
染

源
で
あ
る
厚
壁
胞
子
が
、
多
く
残
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
本
年
も

多
発
生
し
や
す
い
条
件
に
な
っ
て
い
ま

す
。

「
防
除
対
策
」

　

稲
こ
う
じ
病
に
対
し
て
は
、
薬
剤
で

の
治
療
的
な
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
発
生
予
防
が
重
要
で
す
。

１
．
耕
種
的
防
除

　

多
肥
条
件
で
発
生
が
助
長
さ
れ
る
と

い
わ
れ
ま
す
の
で
、
適
正
な
施
肥
管
理

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
日
照
不
足
や
低
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経済連肥薬通信７月号
経済連コンサルタントによる技術
情報

茶園からみかん園への転換事例や栽
培暦、柑橘誌の紹介を掲載していま
す。

東京、名古屋、大阪の青果・花卉の
概況を掲載しています。

分析メニュー、申込書、分析フロー
（手順）を掲載しています。分析の
際はコチラから！

県内
JA限定

生
産･

事
業
推
進
に

　
　
役
立
つ
情
報
が
満
載
!!

経済連肥薬通信

販売情報

農産物安全分析センター

柑橘果樹情報

●イントラから利用できます。

担当：生産資材部 生産振興開発課 (TEL 054-284-9729)
〜他にも、農畜産物別の情報なども充実〜

更
新

営農ナビ 文字が大きく見やすくなってリニューアルしました！

▲「しみずの風こしひかり」を味わう春日さん

▲「しみずの風こしひかり」を紹介

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」のご紹介のご紹介
テレビ番組

担当：食糧部 食糧課（TEL:054-284-9737）

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ番組「しず

おかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放送）に協賛し、県産米

のＰＲを行っています。

　令和４年度の第２回目（６月18日）の放送では、お笑い芸人のオード

リー・春日俊彰さんが、静岡市清水区から「しみずの風こしひかり」を紹

介しました。「しみずの風こしひかり」は生産管理を統一し、より安全を

目指し独自の基準で管理、食味にこだわって栽培したお米で、ふっくらモ

チモチ食感で冷めてもおいしいお米です。番組では、しみずの風こしひか

り生産者からビデオメッセージを紹介し県産米のＰＲを行いました。

　次回の「しずおか

ごはんが食べたい！」

は、熱海市からフォ

ーリンラブ・バービー

さんが紹介予定です。

放 送 予定は７月16日

（土）の夕方５時とな

りますので、ぜ ひご

覧ください！

Keizairen ┃　 0910　 ┃ Keizairen



JAや取引先の皆様に推進などでおじゃまさせて
いただいている本会職員を紹介します。

職員紹介

建設部　一級建築士事務所

市
い ち

川
か わ

　歩
あゆむ

趣味・特技
ランニングです。中、高と陸上部に所属していました。今は大
学生活で落ちてしまった体力を戻し中です。好きな音楽を聴き
ながら楽しんでいます。

担当業務
酪農・生乳担当として、今は主に生乳代金の精算業務を行って
います。少しずつですが、生乳を工場へ届けるための配乳業務
も教わっています。大きな金額が動く仕事なので、念入りに確
認しながら取り組んでいます。

コメント
まだまだわからないことだらけで、仕事に対しても酪農に関し
ても勉強の毎日です。これからも少しでも不明な点があれば質
問・確認を怠らずに、自分の行動に責任持って取り組んでいき
たいです。

趣味・特技
（趣味）免許を取ってから車を運転することが好きになりまし
た。友人と色々なところにお出かけをすることが好きです。

（特技）バレーボールです。小・中・高とバレーボールを続け
てきました。ビーチバレーボールもやっていました。

担当業務
県下JAおよび組合員の建築設計を担当しています。毎日CAD（※） 
を使って図面を作成しています。
※CAD…設計図などを作成するパソコンのソフトウェア

コメント
入会して２か月が経ちました。まだわからないことが多く業務
をこなすのが、精一杯ではありますが、楽しく仕事ができてい
るのでこれからも頑張っていきたいと思います。

畜産部　畜産課

岩
い わ

﨑
ざ き

　遥
は る

夏
か
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JA
静
岡
経
済
連

担当：くらし支援部　総合エネルギー課（TEL：054-284-9529）

毎
月

1
回

発
行

　
編

集
発

行
／

企
画

　
　

　
　

　
管

理
課
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